
児童の実態 

・音楽表現をすることは好きだが、その表現に思いをもっている児童が少ない。 

・体の動きや演奏に夢中になるあまり、拍の流れを意識できなかったり、互いの演奏に耳を傾けられなかったりする。 

・思いを言葉で表現することが苦手な児童が多い。 

  

 

 

 

 

 

特別研修員 音楽 飯山可奈子（小学校教諭） 

 

 

  
 

       

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「音楽のもと」とは、音楽を形づくって 

いる要素を児童に分かりやすい言葉 

に直したものです。 

 

成果（○）と課題（●） 
○知覚と感受を結び付ける問い掛けを続けることで、思いをもって自ら音楽表現を工夫しようとする児童が増えた。 

○思いを伝え合う場面では、言葉のやりとりだけでなく音を聴くことによって、より実感を伴うことができた。 

●思いをもって工夫することと、技能を向上させることは今後も同時に進めていく必要がある。 

手立て① 知覚と感受を結び付ける問い掛けの工夫 

手立て② 思いを伝え合う活動の工夫 

一番は旋律が上が

っているから。（同

じ旋律だけど）二

番は夜だから、み

んなねちゃった～

っていう風にした

かったから小さく

したの。 

どうしてこの大きさ

にしたの？ 

ここの強弱同じだね。歌詞「みな帰ろ」

って書いてあるから、誘う感じで大きく

したんだよ。 

 

確かに小さくする

と寝ちゃった感じ

がするね。（価値付

け） 

旋律が上がっている

から大きくしたんだ

よ。強弱は同じなの

に理由は違うんだ

ね。 

～♪歌ってみる♪～ 

表現を工夫する場面で 

目指す児童像 

思いをもって 

音楽表現を 

工夫する児童 

  

 

「音楽のもと」の活用例 「音楽のもと」 

思いをもって音楽表現を工夫する児童の育成 
～知覚と感受を結び付け、思いを伝え合う活動を通して～ 

情景を色で表す 

 

強弱を図形で表す 

 

 

♪思いの可視化 ♪意見交流の工夫 

♪音楽のもと ♪問い掛けの工夫 


